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１　来所相談

（1）　相談件数 （3）　主訴別相談件数

令和５
年度計

令和４
年度計

大分類 小分類名称

前年
度か
らの
継続

新規
件数

合計
件数

終結
件数

令和
６年
度へ
の継
続

392 349 集団不適応（内気・消極的等） 21 4 25 8 17

74 98 不登校・登校渋り及びその後の見守り 132 33 165 32 133

466 447 かん黙 4 1 5 3 2

161 173 反抗的 7 4 11 1 10

100 55 落ち着きなし 10 0 10 1 9

366 392 家庭内暴力 5 1 6 1 5

（2）　延べ相談回数 集団不適応（乱暴等） 13 4 17 7 10

月 子 保護者 他機関 計 非行（万引き・恐喝等） 1 0 1 0 1

4 225 232 6 463 いじめ 2 0 2 1 1

5 182 196 15 393 発達障害・同疑い 42 5 47 9 38

6 226 233 16 475 その他 101 16 117 20 97

小計 633 661 37 1,331 小　　　計 338 68 406 83 323
前年度
同期 509 578 62 1,149 自閉症・同傾向 1 1 2 0 2

7 211 217 13 441 言葉の障害・遅れ 0 1 1 0 1

8 172 164 10 346 精神病・同疑い 0 0 0 0 0

9 227 242 13 482 神経症・同疑い 16 2 18 2 16

小計 610 623 36 1,269 脳器質障害（てんかん等） 0 0 0 0 0
前年度
同期 557 614 67 1,238 神経性習癖（ﾁｯｸ・吃音等） 6 0 6 2 4

10 233 256 11 500 知的障害 0 0 0 0 0

11 224 237 13 474 その他 7 0 7 2 5

12 247 262 22 531 小　　　計 30 4 34 6 28

小計 704 755 46 1,505 学業不振 5 0 5 2 3
前年度
同期 612 701 95 1,408 学習に関する問題 3 2 5 1 4

1 178 200 25 403 発達検査依頼 11 0 11 5 6

2 217 249 13 479 その他 0 0 0 0 0

3 212 239 9 460 小　　　計 19 2 21 8 13

小計 607 688 47 1,342 学校選択 1 0 1 0 1
前年度
同期 626 705 69 1,400 転校 1 0 1 1 0

計 2,554 2,727 166 5,447 障害児の進路 0 0 0 0 0

前年度 2,304 2,598 293 5,195 その他 0 0 0 0 0

小　　　計 2 0 2 1 1

○前年度に比べ，相談件数・延べ相談回数は増加 保護者の養育不安 3 0 3 2 1

その他 0 0 0 0 0

小　　　計 3 0 3 2 1

合　　　　計 392 74 466 100 366

経過観察

性
格
・
行
動

区　　分

○多い主訴→不登校等，発達障害

前年からの相談件数

新規申込件数

相談件数

終結件数

次期への継続件数

精
神
・
身
体

学
業

進
路

そ
の
他
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　　　　図１　来所相談主訴別相談件数（年間）

　　　　　図２　来所相談件数（年間）の推移
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※経過観察は,主

訴が改善し，終結

に向け保護者のみ

の頻度を減らした

面接を行っている

ケース，または，

不定期の相談・何

かあった時の窓口

として対応してい

るケース。

※

144

不登校・登校渋り, 

165件, 36%

発達障害, 47件, 
10%

集団不適応

（消極的等）, 

25件, 5%

神経症等について, 

18件, 4%

集団不適応（乱暴等）, 

17件, 4%

反抗的, 11件, 2%

発達検査依頼, 

11件, 2%

その他, 172件, 
37%

全相談件数

466件

（件） （回）
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２　電話相談
（１）　月別相談件数

4 5 6 8 1 2 3 令和５年度計 令和４年度計

7 7 13 7 11 13 17 130 126

（２）　主訴別相談件数

大分類 件数 前年度計

28 32

12 3

6 7

9 6

1 1

3 3

59 52

1 2

1 2

1 2

9 8

2 3

14 17

3 3

22 20

1 0

2 0

28 23

4 0

2 2

1 1

7 3

7 10

3 2

2 5

0 1

12 18

6 12

2 0

2 1

10 13

130 126

（３）　対象別相談件数 （４）　相談者別相談件数

○相談件数は令和4年度から4件増

○多い主訴：不登校・登校渋り

　　　　　　学校・教師に関すること

○多い対象者：小学生についての相談

○多い相談者：母親

　

母親 113

高 校 生 に つ い て の 相 談 7

3

合計 130

1

祖父母

合　計 130

その他

合　　計

件数 件数

幼 児 に つ い て の 相 談 7

教師 0

不 明 1

親戚 0

知人 0

1

成 人 に つ い て の 相 談

小 学 生 に つ い て の 相 談 81 父親 12

中 学 生 に つ い て の 相 談

進
路

学校選択

転退学
その他

小　計

小　計

そ
の
他

問い合わせ

いたずら
その他（不明）

小　計

育
児
・
対
人

保護者の養育不安

家族に関すること

友人に関すること
その他

本人 1

33

小　分　類　名　称

性
格
・
行
動

不登校・登校渋り

いじめ

反抗・暴力的

落ち着きなし・多動等

非行
その他

小　計

精
神
・
身
体

神経性習癖（チック・吃音等）

からだの悩み

性に関する問題

知的障害・発達障害・言葉の発達
その他

小　計

学
業

学習に関すること

学校・教師に関すること

塾・家庭教師に関すること
その他

小　計

17
月 7 9 10 11 12

電　話 5 10 11 12
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図３　電話相談主訴別相談件数 （年間）

図４　電話相談件数（年間）の推移
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不登校・登校渋り, 

28件, 22%

学校・教師について, 

22件, 17%

いじめ, 12件, 
9%

落ち着きなし・多動等について, 

9件, 7%

知的障害・発達障害・言葉の発達,

9件, 7%

保護者の養育不安,

7件, 5%

その他, 43件, 33%

全相談件数

130件

（件）
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３　就学相談

(1)  就学･転学・校内通級教室入級相談件数

件数
 件数
(相談の
みの者)

回数
 回数
(相談の
みの者)

就 小学校 143 41 234 41 4 136 5 25 23

学 中学校 28 1 46 1 0 4 25 12 12

転 小学校 25 6 37 6 0 21 20 4 4

学 中学校 5 0 7 0 0 5 2 1 0

小学校 183 3 276 3 5 0 1 128 131

中学校 63 2 94 2 2 0 0 47 42

小学校 0 1 16 1 0 0 9 0 0

中学校 0 0 1 0 0 0 2 0 0

合 小学校 351 51 563 51 9 157 35 157 158

計 中学校 96 3 148 3 2 9 29 60 54

11 166 64 217 212

23 164 143 173 157

(2)　就学支援委員会等開催回数

1回 27回 11回

合計 501 765

校
内
通
級
継
続
相
談

470 776

(3)　校内通級教室入級待機児童への ソーシャルスキルトレーニング実施 0件

     ※平成２３年４月～令和６年３月　待機児童なし

令和4年度
同期

＜就学相談の流れ＞　申込み→保護者との面接相談→発達検査（必要に応じて）→就学体験会・校内通

就学支援委員会緊急部会 就学支援委員会部会　就学支援委員会

　級教室体験会（未就学児のみ）→在園在校観察（必要に応じて）→就学支援委員会→検討結果の通知

○令和４年度に比べ，相談申込件数は３１件増加，発達検査件数は４４件増加。

区　分 辞退
体験
会

在園在
校観察

発達
検査

発達検
査ＦＢ

相談申込 面接回数

171
125 140 138 186 

68

46
73

73

65 

181 183 169 173

217 
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発達検査

（単位：件）
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４　広報活動

配　布　対　象 発行月 発行数

公立保育園
小・中学校の児童・生徒

・保護者向け
5月 1,000

公立保育園
小・中学校の児童・生徒

・保護者向け
1月 3,000

学校・関係機関向け 8月 200

小・中学校１年生保護者
向け

9月 4,650

9月

2月

就学に関する説明会参加者
向け

5月 100

就学時健康診断受診児童
の保護者向け

10月 2,500

就学相談申込者・就学に関
する説明会参加者向け

5月 300

５　関係機関との連携

６　小１・中１個別面談

回 実施日

1 9月26日，29日

2 9月25日，28日

面談内容

中学校１年生の保護者との個別教育相談

小学校１年生の保護者との個別教育相談

面談件数

６件

３件

心のキャッチフォン
電話相談ＰＲしおり

小・中学校の児童・生徒
向け

電話相談案内
※学校安全・安心メールで配信

件　　　名 備　　考

調布市教育相談だよ
り　第７０号

教育相談案内，特別支援学級・
特別支援学校等の公開日案内
※学校安全・安心メールで配信

調布市教育相談だよ
り　第７１号

教育相談案内，不登校児童・生
徒への支援案内
※学校安全・安心メールで配信

　相談活動を進めるうえで，学校・教育部内関係部署はもとより，子どもを取り巻く関係機関（調布
市子ども発達センター・調布市子ども家庭支援センターすこやか・医療機関・児童相談所・行政関係
部署等）と連携を図った。
　また，調布市特別支援教育推進委員会，調布市不登校施設に係る検討委員会等を開催するほか，調
布市要保護児童対策地域協議会実務者会議，調布市青少年補導連絡会，子ども発達センター運営会
議，調布市子ども・若者支援地域ネットワーク，東京都立調布特別支援学校運営連絡協議会等，関係
機関が主催する各種会議に参加し，情報交換や連携を図った。

ちょうふの教育相談
（令和４年度）

教育相談事業報告

就学相談の申込み
就学相談の進め方

就学相談のご案内

就学相談の流れ
就学相談ガイド
（令和５年度版）

就学相談の申込み
就学相談の進め方

ちょうふの教育
（教育委員会発行）

一般市民

9月20日号
不登校児童・生徒への支援事業，就
学相談の案内

3月20日号
各種教育相談事業，不登校児
童・生徒への支援事業の案内

小１・中１個別面談
のご案内

小・中学校１年生の個別教育相
談の申込み
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７　研修・研究活動

 (1) 医学研修会

回 実施日

1 12月15日

 (2) 事例検討会

回 実施日 講師 回 実施日

1 7月14日
しおり小児科
院長　根本　しおり

7 12月25日

2 9月22日
東京学芸大学
教授　松尾　直博

8 1月12日

3 10月27日
放送大学
客員教授　大六　一志

9 2月1日

4 11月10日
東京都立大学
特任教授　永井　撤

10 3月15日

5 11月17日
東京学芸大学大学院
准教授　福井　里江

11 3月22日

6 12月22日
駒澤大学
教授　藤田　博康

 (3) 調布市就学支援委員会委員研修会

回 実施日

1 12月15日

 (4) 所外研修
回 実施日 研修場所 回

1 5月1日
調布市子ども家庭支援セン
ターすこやか

2

 (5) 関係機関での研修

８　巡回相談
　 　巡回相談員13名,小学校延べ81回,中学校延べ21回,合計102回行った。

　　　専門的知識の習得や技術の向上を目指し，東京都特別支援教育推進室等の関係機関が主催す
　　る研修に教育相談員，職員が参加した。

研修テーマ 講師

読み書き困難のアセスメントとその指導方法について
目白大学
教授　春原　則子

実施日 研修場所

5月26日
調布市子ども・若者総合支
援事業ここあ

明星大学
教授　小貫　悟

東京都立大学
特任教授　永井　撤

東洋英和女学院大学
教授　篠原　道夫

講師

白百合女子大学
教授　木部　則雄

中央大学
教授　山科　満

研修テーマ 講師

不適切な養育が子どもの愛着形成にもたらす影響
について

社会福祉法人　子どもの虐
待防止センター理事
小児科医　五月女　友美子
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